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３月定例会

議論の中からピックアップ

美術館西側の森林公園計画予定地

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

防 … 総合防災公園整備特別委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。
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答 　鳥海山木のおもちゃ美術館の西側で、約４千

平方㍍の面積に、県と連携しながら散策道や遊

具などを設置し、来館者が外でも楽しめるよう

計画するものである。

問 　鳥海山木のおもちゃ美術館周辺に森林公園を

計画とあるが、その内容は。

　美術館の外でも楽しめるよう、森林公園を計画
しています。

鳥海山木のおもちゃ美術館
周辺に森林公園計画

教

　３月１９日（３月定例会最終日）に議会改革特別委員会発議の「市議会議員政治倫理条例改正案」「議

員報酬等の特例に関する条例案」が可決されました。ここでは、これまでの議会改革の主な取り組みに

ついて紹介いたします。

問１　なんのために議会改革に取り組むの？

答１　「開かれた議会」「議会のみえる化」を目指します！
　○市民の皆さまに、議会の取り組みや活動を理解いただけるように「議会のみえる化」に取り組んで

　　います。

　○これまでの議会運営における規則や慣例などが市民のニーズ（目線）にあっているか議会の仕組み

　　全般について検討し再構築することで、議会の活性化「みえる化」に努めます。

　○「議会のみえる化」を図ることで、議会への関心が高まり、若い世代からの「議員のなり手」が生

　　まれ「開かれた議会」となることも期待しています。

問３　これからの議会改革はどのようなことが検討されるの？

答３　「開かれた議会」「議会のみえる化」「効率的な議会」のために
　○議会の情報を市民の皆さんに伝える手立てや、ＩＴ化の推進などについて検討していきます。

　※例年行っている「市民と語る会」でも議会の改革について、直接市民の皆さまにお伝えしていきます。

　　また、５月には議会改革に関する市民アンケートを実施し、集計分析を行い、９月には市民の皆さま

　　にもアンケート結果を報告する予定です。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

問２　　　これまでどんなことが改革されたの？

答２－１　昨年９月定例会から議会における委員長報告のあり方を見直しました。
　○本会議の委員長報告において、常任委員会で行った研修の概要をお知らせするようにしました。

　○これまでの委員長報告の内容は、各常任委員会の審査結果を伝えるものでした。しかし、実際は審

　　査の過程において、議員が様々な意見を交わす議員間討議もなされています。そこで、９月定例会

　　での委員長報告から、議員間討議がなされた議案について、その意見を盛り込む報告にしています。

答２－２　「議員のなり手」を広げるために条例を見直しました。

　○これまでの本市議会議員政治倫理条例を、地方自治法の趣旨に鑑み順守型及び契約型の条例に改正し

　　ました。これにより、多種多様な人材の議会参画を促し、議会の活性化に結び付けたいと考えています。

答２－３　議員数や議員報酬の見直しの方向性を検討しています。
　○「開かれた議会」「議会の効率化」の観点から、議員定数を２６人から２２人に。また、常任委員会も

　　４常任委員会から３常任委員会に見直す方向となっています。これは、現在の議事機関や議案数など

　　から、より効率的な議会運営を目指すとともに、他の自治体の状況も参考に検討を進めた結果です。

　○平成２９年度は，本議会や委員会などの議会活動として年間約１００回の会議、それ以外に議員活動と

　　して市及び地域の会議や行事などに年間約１８０事業などに参加しています。現在の議員の活動時間、

　　さらには若い世代の議会参画を考慮し、議員報酬を現在より４万３千円増額を要請していく予定です。

　※この度の見直しでは、行政視察費の減額などと合わせて議員に関するあらゆる経費を精査しており、現在

　　の議会費の予算額よりおよそ1千万円の減額を見込んでいます。

由利本荘市議会●●の
 取り組みを紹介します！

改 革

鳥海山観光情報発信事業

問 　本市観光振興と情報発信をどのように考え

ているのか。

答 　平成２８年に鳥海山・飛島ジオパーク認定

され、環鳥海山観光は広域観光資源として、

また、地域活性化の重要なエリアとして期待さ

れている。

　当市とにかほ市とが連携したテレビ番組、Ｂ

Ｓフジ＆ＡＫＴ「わがまま！気まま！旅気分」ち

ょー愉快、鳥海山の恵み巡るたび！の番組製

作に８６万４千円を予算化した。

　ＢＳフジとＡＫＴで鳥海山を巡る旅が放映され

ます。（７月放映予定） 産

桑ノ木台湿原から望む鳥海山

羽後本荘駅周辺整備事業

問 　今年度の整備については。

答 　令和２年１０月の供用開始に向けて、駅舎を

併設した東西自由通路の本体工事に着手する。

現在は、仮駅舎の建設に向けて工事中である。

　１０億９４４６万円の整備費が計上されました。建

ＩＣＴ農業取組支援事業

問 　農業分野においてもドローンの存在感は日増

しに強くなり今後の農業には欠かせないと思う

が。

答 　ＩＣＴ農業取組支援事業は、ドローンを活

用したリモートセンシングに基づく基肥などの

施肥を工夫し水稲の収量改善を図っていくモデ

ル事業の支援である。

　ドローンを活用したモデル事業を支援します。産

子育て支援事業

問 　（仮称）西目こども園の建設場所について、

地域住民への説明が十分ではないとの声が地域

からあるが。

答 　子育て支援事業の一環として幼保一体型の

こども園を計画している。地域住民の理解を

得られるよう、各関係団体にさらに丁寧な説

明を続けていく。

　西目地域に幼保一体化施設のこども園建設事
業を進めています。 教
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解体される水林旧ガス事業所施設

　平成３０年度は１６団体（延べ１７０人）が行政視察に来市されました。例年関心の高い学校教育関係に
加え、新たに開館した「ナイスアリーナ」「鳥海山木のおもちゃ美術館」にも多数の自治体議会よりお越し
いただいたことからも、注目度の高さがうかがえます。

ここが聞きたい
一 般 質 問

正木修一
（無所属）

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
動
き
が
、

県
内
で
も
活
発
化
し
て
い
る
。

市
は
取
得
希
望
者
へ
の
経
費
の
補
助
や

施
策
面
で
の
推
進
を
考
え
て
い
る
の

か
。

国
の
助
成
制
度
を
周
知
し
、
県

や
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
取
得
希
望
者
の
掘
り

起
こ
し
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い

く
。

農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
は

問答

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や

家
族
が
相
談
し
や
す
い
よ
う

「
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
」
や
「
あ

お
ぞ
ら
サ
ロ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
相

談
支
援
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

答

消
防
団
員
の
安
全
管
理
・
健
康

管
理
や
危
険
予
知
訓
練
研
修
な

ど
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
装
備

品
・
活
動
服
の
充
実
は
。

安
全
管
理
を
徹
底
し
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い

く
。
各
分
団
に
危
険
予
知
訓
練
研
修

を
実
施
し
、
安
全
教
育
に
取
り
組
む
。

装
備
品
の
点
検
は
実
施
済
で
、
活
動

服
に
関
し
て
は
使
用
に
堪
え
な
い
よ

う
な
場
合
は
更
新
す
る
。

消
防
団
員
の
安
全
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
か

問答

地
場
産
品
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
や
生
産
計
画
な
ど
の
考
え

は
。

持
続
可
能
な
納
入
体
制
の
構
築

に
向
け
て
、
生
産
者
や
農
業
団

体
を
交
え
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　納
入
団
体
の
組
織
化
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
食
材
調
達
は

問答

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
長
期

化
し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
た
ち
へ
の
支
援
と
対
策
は
。

ひ
き
こ
も
り
者
へ
の
支
援
は

問

停車場栄町線街路整備事業

問 　事業計画状況は。

答 　道路延長は３７４㍍で、道路幅を１８㍍に拡

幅し、約３０億円の事業費で、現在事業費ベ

ースでの進捗状況は５７％となっている。完成

予定が５年延長され、令和６年度になる。

　地方街路交付金事業として実施します。 建

水林ガス事業所解体工事

問 　長年未使用の水林ガス事業所はどうするのか。

答 　旧ガス事業所として昭和３５年から平成１５年

まで使用しており、球形ガスホルダー管理棟の

ほか２０施設の解体をするもので、現在アスベ

ストに関する追加調査を実施している。

　解体費に１億６５００万円が計上されました。建

ナイスアリーナの指定管理料

問 　ナイスアリーナの今後の指定管理料は。ま

た、施設の年間使用料収入はどの程度になる

と見込んでいるか。

答 　令和元年度の指定管理料は総合防災公園の

未整備部分を除き、約１億３千万円となってい

る。なお、施設の年間使用料収入は約３千万

円程度を見込んでいる。

　令和元年度は約１億３千万円が計上されま

した。 防

早期供用が望まれる停車場栄町線

答 　人数は１人で活動時間は週２日程度、報酬は

月額５万円で身分は市の特別職非常勤職員と

し、任期は１年である。

　年間を通して集落支援員に活動してもらうた

め、市より集落支援員活動交付金を各地域の

振興会等に交付し、公民館長、公民館主事と

ともに、地域の活動、事業が進むよう協力する

ことになる。

問 　集落支援員の人数、勤務形態は。

　集落支援員が地域課題の取りまとめや話し合
いの場を提供します。

本荘地区出張所、公民館に
集落支援員を設置

総

由利本荘市のココが

注目されています！

平成３０年度 行政視察受入 一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

9

4

9

9

13

3

8

8

4

21

15

15

15

12

9

4

1

11

福島県南相馬市

千葉県市原市

佐賀県

千葉県八街市

茨城県笠間市

福島県会津美里町

茨城県古河市

香川県高松市

秋田県（産業観光委員会）

長野県佐久市

福岡県うきは市

東京都杉並区

秋田県横手市

山形県

神奈川県大磯町

秋田県（総務企画委員会）

人数議会名 視察内容

学力の向上について

学力の向上について

由利小学校の英語教育プロジェクトについて

学校給食の運営について

由利本荘アリーナの建設経緯と今後の展開について

ウッドスタート宣言、鳥海山木のおもちゃ美術館開館などの木育推進について

コミュニティスクールの取り組みについて

人材育成塾、木育推進の取り組みについて

文化交流館カダーレの建設経緯と運営について

由利本荘アリーナの施設概要と今後の展開について

鳥海山木のおもちゃ美術館、由利本荘アリーナの施設見学について

防災拠点としての由利本荘アリーナの活用について

廃校を活用した多世代交流美術館による観光振興などの取り組みについて

議会活性化、議会報告会、議会だよりの取り組みについて

学力向上の取り組みについて

インターバル速歩を取り入れた健康増進活動について

由利本荘アリーナの建設経緯と事業費、今後の展開などについて

人材育成の取り組みについて

答 　工事請負者と工事管理者に雨漏りに係る瑕疵

修補を請求しており、ナイスアリーナ屋根全面

の点検修補を実施する。また、２階観客席の

手すり壁に発生しているクラックについては、

構造上の問題はなく観覧などの使用に影響はな

いが、修補などについて設計者と施工者に対応

を求めている。

問 　メインアリーナにおいて、開館以降数回の雨

漏りや観客席の手すり壁にクラック（ひび割れ）

が確認されているが、その対応は。

　屋根全面の点検修補を実施します。

ナイスアリーナの雨漏りなどの
対応は

防

か　 し

令和元年度新規採用試験の状況

問 　採用予定者の内訳は。

答 　行政職２０人（男１４人、女６人）、土木技

術職４人（男４人）、消防職４人（男４人）と

なっている。１月２７日追加募集試験が実施さ

れ４人が追加合格した。

　平成３１年４月１日現在の正職員数は９８７人

の見込みである。

　受験者数１６０人のうち２８人（男２２人、女６人）
が合格しました。 総
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洋
上
風
力
計
画
に
心
配
な
ど
も

含
め
賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
、

市
が
事
業
推
進
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
た
場
合
、
事
業
者
以
上
に
市
の
責

任
も
大
き
い
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後

に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
関
す

る
市
民
へ
の
説
明
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

問

こ
の
法
律
で
は
、
関
係
す
る
地

方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、

海
洋
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
係
る
海

域
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

答

児
童
虐
待
に
お
け
る

　
　
　

 

学
校
対
応
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
決
算
に
お
け
る
借

金
は
平
成
２１
年
度
よ
り
６８
億
円

減
っ
て
い
る
が
、
市
民
１
人
当
た
り
の

借
金
を
計
算
し
て
み
る
と
８８
万
１
千
円

と
ほ
ぼ
減
っ
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
人
口
が
減
る
（
年
間
１
１
０
０

人
前
後
）
こ
と
で
市
民
１
人
当
た
り
の

行
政
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
財
政
指
標
な
ど
に
お

け
る
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し
と
対
応
は
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問

し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
法
の
趣
旨
に

則
り
広
報
な
ど
を
通
じ
市
民
に
お
知
ら

せ
し
て
い
く
。

本
市
の
人
口
減
少
や
財
政
状
況

か
ら
消
防
組
織
の
見
直
し
は
必

要
と
の
認
識
か
ら
、
現
在
の
２
署
（
矢

島
と
本
荘
）
体
制
の
あ
り
方
な
ど
適
正

な
配
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。 答

人
口
減
少
に
よ
り
市
民
１
人
当

た
り
の
借
金
の
比
率
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、地
方
債
（
借

金
）
の
発
行
や
、
経
常
経
費
の
削
減
に

努
め
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

答定
員
な
ど
の
適
正
化
に
つ
い
て

常
備
消
防
組
織
の
最
適
化
（
人

員
含
む
）
に
つ
い
て
は
。

問
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
児
童
虐

待
の
兆
候
や
気
に
な
る
変
化
の

早
期
発
見
に
努
め
、
疑
わ
れ
る
よ
う

な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
関
係
機

関
と
連
携
し
速
や
か
な
対
応
に
努
め

る
。 答

児
童
虐
待
に
お
け
る
学
校
対
応

に
つ
い
て
は
。

問

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

会長　伊藤　順男

高

　志

　会

１．市長の政治姿勢について

２．本市と高山市の行財政運営など

と財務書類について

３．本市の財政状況について

４．定員などの適正化について

５．再生可能エネルギーについて

６．道徳の教科化について

７．児童虐待における学校対応につ

いて

質　問　項　目

再生可能エネルギー発電
（風力発電）

欧
州
に
お
け
る
情
報
収
集
項
目

の
概
要
に
つ
い
て
は
。

問

新
年
度
に
洋
上
風
力
発
電
の
先

進
地
調
査
に
３
０
０
万
円
を
計

上
し
、
調
査
候
補
地
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

答

ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
に
加

え
風
車
メ
ー
カ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

　
調
査
に
は
、
市
議
会
議
員
や
、
調
査

結
果
を
客
観
的
に
広
報
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
報
道
関
係
者
に
声
掛
け
を
す
る
。

　
本
市
に
お
け
る
発
電
計
画
に
は
期
待

や
心
配
の
声
が
あ
り
、
先
進
地
の
住

民
、
行
政
関
係
者
な
ど
と
意
見
交
換

し
、
景
観
、
騒
音
、
風
車
の
安
全
性
、

地
域
経
済
や
産
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て

直
接
伺
う
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
設
置

計
画
か
ら
運
用
ま
で
に
お
い
て
、
住

民
、
事
業
者
、
行
政
の
合
意
形
成
の
経

緯
や
設
置
後
の
状
況
も
含
め
調
査
す
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

過
去
最
大
数
の
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
を
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
た
施
策
は
。

問 観
光
振
興
の
促
進
を

改
正
労
働
基
準
法
で
は
、
企

業
に
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

義
務
な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
違
反
し
た

場
合
、
罰
則
が
与
え
ら
れ
る
。

　
市
主
催
に
よ
る
研
修
会
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
法
令
を
順
守
し
、
労
働

者
を
大
切
に
す
る
魅
力
あ
る
企
業
が

本
市
に
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
若
者

の
定
着
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

改
正
労
働
基
準
法
で
は
、
年

次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

や
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
確
立
が

盛
り
込
ま
れ
、
国
で
は
こ
の
改
正
に

当
た
り
相
談
窓
口
の
設
置
や
補
助

金
・
助
成
金
な
ど
に
よ
る
支
援
制
度

を
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
秋
田
労
働
局
で
も
４
月
か

ら
の
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
施

行
に
向
け
、
県
内
各
市
で
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
当
市
で
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
市
内
事
業
所
に
さ

ら
な
る
制
度
の
周
知
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
。

問答

本
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
で
、

眠
っ
て
い
る
食
料
品
を
集
め
、
生
活

困
窮
者
や
福
祉
団
体
へ
届
け
る
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
そ
の
回
収

場
所
を
市
役
所
本
庁
の
み
か
ら
各
総

合
支
所
に
も
設
置
し
、
市
民
か
ら
玄

米
や
缶
詰
な
ど
、
多
く
の
食
料
品
の

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

答

貧
困
・
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
支

援
を
推
進
す
べ
き
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

問 人
に
や
さ
し
い

　
　ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

提
案
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
ず
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
食
品
ロ
ス
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
３

月
に
発
行
す
る
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
活
用
し
た
啓
発
や
、
市
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
の
様
々
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

答

市
民
全
体
で
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減

ら
す
取
り
組
み
と
し
て
「
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
は
ど

う
か
。

問 も
っ
た
い
な
い
運
動
の

　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

湊　貴信
（高志会）

あ
き
た
ク
ル
ー
ズ
振
興
協
議
会

へ
加
盟
し
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

答

法
改
正
に
伴
う
当
市
の
方
針
、

　
　
　
　
　
　
　考
え
方
は

子
ど
も
た
ち
が
議
会
の
場
を
経

験
し
夢
や
提
案
を
主
張
す
る
経

験
は
大
事
で
あ
り
、
子
ど
も
議
会
の
開

催
を
検
討
す
べ
き
。

子
ど
も
た
ち
が
諸
課
題
に
つ

い
て
協
議
し
た
り
、
市
の
施

策
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
た
り
す
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
課
題
や

政
策
に
つ
い
て
考
え
を
交
わ
す
機
会

の
設
定
を
進
め
て
い
く
。

　
現
在
は
、
「
中
学
生
会
議
」
を
開
催

し
て
お
り
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
い

じ
め
の
な
い
学
校
に
す
る
た
め
に
は
」

な
ど
、
主
に
学
校
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
る
。

　
今
後
は
中
学
生
会
議
を
発
展
さ
せ
、

中
学
生
が
市
長
や
議
員
の
立
場
に
な

り
議
場
を
学
習
の
場
と
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答 未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　声
を
聞
く
機
会
を

岡見善人
（無所属）

防犯カメラの設置状況

を
提
案
し
て
き
た
が
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
現
在
は
鳥
海
山
木
の
お

も
ち
ゃ
美
術
館
と
酒
蔵
を
組
み
合
わ
せ

た
新
た
な
ツ
ア
ー
を
考
え
て
い
る
。

　
酒
田
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
つ

い
て
は
、
に
か
ほ
市
や
酒
田
市
、
遊
佐

町
と
の
共
同
に
よ
る
広
域
観
光
の
誘
客

に
つ
い
て
協
議
す
る
。

本
市
の
設
置
状
況
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
。

問 防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
を

市
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
本
荘
地
域
の
中
心
部

に
２
台
で
あ
る
。
今
後
の
設
置
計
画

は
、
由
利
本
荘
警
察
署
や
防
犯
活
動

に
携
わ
る
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

検
討
す
る
。

　
小
中
学
校
に
は
２４
校
中
１９
校
が
設
置

済
み
で
、
未
設
置
校
に
お
い
て
は
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

答 １
市
７
町
が
合
併
し
て
１４
年
、
体

制
強
化
や
地
域
活
性
化
の
た
め
、

４
３
９
億
円
の
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
き
た
が
、
そ
の

意
義
と
成
果
は
。

由
利
本
荘
市
誕
生
の

　
　
　
　
　意
義
と
成
果
は

問

１
市
７
町
は
一
体
的
な
発
展
を

遂
げ
て
き
た
。
各
自
治
体
が
生

き
残
る
た
め
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目

的
に
合
併
し
、
合
併
特
例
債
活
用
に
よ

る
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
や
「
カ
ダ

ー
レ
」、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
事
業
な
ど
、

利
便
性
の
向
上
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化

答

会長　渡部　功

「（
仮
称
）
鮎
川
森
林
ふ
れ
あ
い
公

園
」
整
備
事
業
は
。

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　
　
　
　
　の
魅
力
ア
ッ
プ
は

問

市
民
創
風

な
ど
、
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、

合
併
に
よ
る
本
市
の
誕
生
は
間
違
い
で

は
な
か
っ
た
。

県
の
補
助
率
１
０
０
％
の
事
業
で

美
術
館
西
側
市
所
有
の
森
林
を
整

備
す
る
。
森
林
を
除
間
伐
し
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
散
策
路
や
木
製
遊
具
、
ベ
ン
チ

な
ど
木
育
施
設
と
し
て
機
能
を
高
め
る

も
の
で
、
令
和
３
年
度
完
成
の
総
事
業

費
約
２
４
５
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

答工
業
団
地
の
確
保
は

問

本
市
は
県
立
大
と
の
産
学
官
連
携

に
よ
り
企
業
活
動
が
可
能
で
、
現

在
も
複
数
の
企
業
よ
り
用
地
確
保
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。
昨
年
１１
月
に
県
知

事
に
対
し
、
本
荘
工
業
団
地
の
拡
張
整

備
に
対
す
る
要
望
書
を
直
接
提
出
し
た

結
果
、
令
和
元
年
度
県
予
算
に
地
形
測

量
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
た
め
の
調
査

費
３
８
９
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
県
と
持
続
的
に
連
携
し
工

業
団
地
整
備
の
早
期
実
現
を
目
指
す
。

答

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
１０
年
計
画
の
前

期
４
年
の
成
果
と
課
題
、
そ
し
て

後
期
計
画
は
。

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
は

問

前
期
４
年
間
の
成
果
は
、Ｔ
Ｄ
Ｋ

の
新
工
場
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
の

拡
大
、
人
口
減
少
対
策
で
は
、
子
育
て

世
帯
支
援
策
と
し
て
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
や
第
２
子
以
降
の

保
育
料
無
料
化
、
ま
た
、
国
療
跡
地
へ

答

現
在
の
工
業
団
地
２８
㌶
は
、
平
成

１０
年
に
分
譲
が
開
始
さ
れ
、Ｔ
Ｄ

Ｋ
と
そ
の
子
会
社
Ｔ
Ｄ
Ｋ
秋
田
の
進
出

に
よ
り
、
５
社
が
立
地
し
全
て
分
譲
さ

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

の
総
合
防
災
公
園
事
業
や
羽
後
本
荘
駅

の
橋
上
駅
舎
と
東
西
自
由
通
路
の
着
工
、

さ
ら
に
鳥
海
ダ
ム
の
基
本
計
画
の
告
示
な

ど
大
き
く
前
進
し
た
。
後
期
計
画
は
、
前

期
の
検
証
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
慮
し

て
優
先
順
位
を
検
討
す
る
。

１．由利本荘市誕生の意義と成果について
２．市長の政治姿勢と今後の取り組みについて
３．財政の健全化について
４．行政改革の取り組みについて
５．外部評価実施報告について
６．健康福祉の充実について
７．人口減少対策について
８．農業振興策について
９．工業団地の確保について
１０．再生可能エネルギー事業について
１ １．新ごみ処理施設整備事業について
１２．ナイスアリーナの利活用について
１３．教育方針について
１４．農業委員会の取り組みについて

質　問　項　目

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
企
業
は
チ
ャ
ン
ス

と
な
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業

を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
荘
工
業
団
地

増
設
の
見
通
し
は
。
ま
た
、
市
へ
用
地

に
対
す
る
引
き
合
い
が
あ
る
の
か
伺
う
。本荘工業団地の増設を
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ここが聞きたい
一 般 質 問

水
道
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る
運

営
は
、
今
ま
で
通
り
自
前
で
や

る
。

髙橋和子
（高志会）

阿部十全
（無所属）

答

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
空
撮
動

画
は
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
と

な
る
と
思
わ
れ
る
が
必
要
性
は
な
い

か
。

空
撮
を
は
じ
め
、
幅
広
い
分

野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
大
変
有
用
性
の
高
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
空
撮
を

利
用
し
た
資
料
な
ど
の
作
成
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　空
撮
に
つ
い
て

問答

由
利
本
荘
市
を
と
り
ま
く
風
力

発
電
事
業
の
更
新
計
画
が
次
々

に
出
て
く
る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
か
。

事
業
者
に
対
し
、
説
明
会
な

ど
を
通
し
て
地
域
住
民
の
意

見
を
事
業
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
て
い
く
が
、
現
段
階
で
市
と

し
て
の
説
明
会
な
ど
は
考
え
て
い
な

い
。

風
力
発
電
更
新
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

問答

今
後
急
増
す
る
交
通
弱
者
支
援

の
た
め
に
、
登
録
を
要
し
な
い

制
度
の
明
確
化
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

町
内
会
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に

よ
り
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

交
通
弱
者
支
援
の
運
行
登
録
を

要
し
な
い
移
送
制
度
の
明
確
化

　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

問答

公
共
施
設
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
で
内
容
を
充
実
さ

せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
具

体
的
な
対
策
は
。

各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

各
所
管
課
で
随
時
点
検
を
行
い

対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
必
要
と

さ
れ
る
内
容
、
理
解
し
や
す
い
掲
載
、

公
共
施
設
情
報

　
　
　
　
　発
信
に
つ
い
て

問答

こ
の
林
道
は
鳥
海
観
光
の
重
要

道
で
あ
り
、
鳥
海
山
中
腹
ル
ー

ト
と
し
て
隣
県
に
接
し
て
お
り
来
訪
促

進
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
海
岸
部
を
走

る
国
道
の
代
替
補
完
ル
ー
ト
と
な
る
な

ど
、
必
要
不
可
欠
の
道
路
で
あ
り
改
良

す
る
べ
き
で
あ
る
。

国
有
林
が
あ
り
整
備
は
困
難
で

あ
る
が
、
鳥
海
山
エ
リ
ア
の
魅

力
、
周
辺
の
利
便
性
を
高
め
る
重
要
道

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
峰
越
林
道
手
代
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　改
良
す
る
べ
き

問答

鳥
海
地
域
は
中
核
地
域
か
ら
離

れ
た
積
雪
地
帯
で
あ
り
、
現
在

の
診
療
所
は
住
民
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域

医
療
検
討
委
員
会
の
提
言
に
は
将
来
的

に
は
統
合
も
必
要
と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

鳥
海
地
域
の
住
民
が
安
心
安
全

に
生
活
で
き
る
よ
う
医
療
体
制

を
堅
持
す
る
。
地
域
住
民
と
の
情
報

共
有
や
意
見
交
換
に
努
め
、
民
間
医

療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
持
続

可
能
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

地
域
医
療
の
考
え
方
は

問答

改
正
水
道
法
で
民
間
も
運
営
可

能
に
な
っ
た
が
、
水
は
生
命
を

支
え
る
最
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

　
水
を
確
保
し
公
正
に
配
分
す
る
こ

と
は
行
政
の
重
要
な
責
務
の
一
つ
で

あ
り
、
民
間
の
営
利
事
業
に
ま
か
せ

る
べ
き
で
は
な
い
。

水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て

問

鳥海ダム完成イメージ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
観
光
戦

略
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
る
し
、
関
係
自
治
体
と
連
携
協
議

し
て
い
く
。

表
示
方
法
に
つ
い
て
一
層
工
夫
し
な

が
ら
、
最
新
の
情
報
を
迅
速
に
提
供

で
き
る
よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

8P 佐々木隆一（日本共産党）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

３月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．種子法廃止について県条例制定へ働き

かけるべき

２．火災事故対策は万全に

３．ラジオの難聴地域の解消を

４．厚労省の毎月勤労統計の不正問題につ

いて

５．再生可能エネルギーについて

６．国保税上限額の引き上げの影響は

７．西目小第２グラウンドの整備拡充を

9P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電事業

２．地域労働者の賃金、労働条件

３．由利本荘市の公的診療所、地域医療に

ついて

9P 三浦　晃（市民創風）
１．鳥海山観光について

２．バイオマスタウン構想の現在の状況は

３．鳥海山木のおもちゃ美術館について

４．春の県議会議員一般選挙に向けての投

票所の改善と期日前投票所の拡充は

10P 髙橋和子（高志会）
１．鳥海ダム周辺整備について

２．外国人労働者の受け入れ拡大に係る取

り組みについて

３．水道事業について

４．健康長寿社会に向けた「保健・医療・介

護」の連携強化について

５．地域医療検討委員会の提言について

11P 岡見善人（無所属）
１．法改正に伴う当市の方針・考え方などに

ついて
２．人にやさしいまちづくりに向けて
３．交流人口を増やし賑わいを創出する取

り組みについて
４．もったいない運動の推進について

12P 正木修一（無所属）
１．由利本荘市今後の農業施策について
２．外国人労働者の受け入れについて
３．ひきこもり対策について
４．消防・消防団活動の安全対策について
５．北部学校給食センターの食材調達につ

いて

10P 阿部十全（無所属）
１．ドローンなどによる空撮について

２．公共施設情報発信（ホームページ）につ

いて

３．風力発電更新計画について

４．交通弱者支援の運行登録を要しない移

送制度の明確化について

11P 湊　貴信（高志会）
１．消費税１０％への引き上げについて
２．防犯カメラについて
３．過去最大数のクルーズ船寄港をビッグ

チャンスと捉えた観光振興について
４．第三セクターについて
５．漁業法の改正による影響について
６．子ども議会について
７．岩城小学校の外構地盤沈下について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

秀
峰
・
鳥
海
山
の
前
に
巨
大
な

風
車
が
乱
立
す
る
の
は
、
自
然

豊
か
な
本
市
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
風

力
発
電
な
ど
を
規
制
す
る
条
例
を
制
定

す
べ
き
で
あ
る
。

事
業
者
に
市
の
環
境
条
例
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
順
守
を
求
め
て

お
り
、
新
た
な
条
例
制
定
や
ゾ
ー
ニ

ン
グ
に
取
り
組
む
予
定
は
な
い
。 佐々木隆一

（日本共産党）

問

本
市
の
稼
働
中
の
風
力
発
電
施

設
は
何
基
か
。

問

答

市
と
し
て
は
、
新
創
造
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
き
積
極
的
な
利

活
用
の
た
め
、
地
域
住
民
、
事
業
者
、

市
の
３
者
の
相
互
理
解
の
も
と
で
推

進
し
て
い
く
。

答

現
在
稼
働
中
の
２０
㌗
以
上
の

風
力
発
電
施
設
は
６０
基
で
あ

る
。 答

本
市
と
に
か
ほ
市
で
は
何
基

か
。

問

合
計
で
８３
基
設
置
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
陸
上
に
最
大
１
０
０
基

の
設
置
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

答

今
後
の
見
込
は
。

問

市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
届
出
し
て
い
る
も
の
は
、

陸
上
に
は
最
大
８２
基
、
洋
上
に
は
最

大
９０
基
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う

ち
建
設
中
の
も
の
は
７
基
で
あ
る
。

答

こ
れ
以
上
の
風
力
発
電
は
い
ら
な
い

風
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　規
制
す
る
条
例
を

こ
れ
以
上
の
風
車
は
い
ら
な
い

と
の
声
が
多
く
あ
る
。
自
然
を

壊
さ
な
い
で
く
れ
な
ど
、
風
力
発
電

の
設
置
に
反
対
す
る
多
く
の
市
民
の

声
に
ど
う
答
え
る
の
か
。

問 市
は
風
力
発
電
な
ど
の
無
秩
序
な

乱
立
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
の
か

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
９８
％
の
方

か
ら
満
足
し
た
と
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
「
駐
車
場
看
板
が

答

開
館
以
来
、
半
年
間
で
入
館
者

が
６
万
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り

で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
概
ね

好
評
の
よ
う
だ
が
、
い
く
つ
か
意
見

や
要
望
も
あ
る
。
今
後
の
対
応
は
。

問
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
へ
の

　意
見
や
要
望
に
つ
い
て
の
対
応
は

鳥
海
地
域
の
３
診
療
所
は
平
成

２６
年
か
ら
年
間
１
億
５
千
万
円

の
赤
字
だ
。
ま
た
大
琴
診
療
所
は
老

朽
化
し
て
い
る
。

　
公
的
診
療
所
の
今
後
の
運
営
と
見

通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

問 公
的
診
療
所
の
今
後
は

長
年
の
懸
案
だ
っ
た
鳥
海
ダ
ム

も
い
よ
い
よ
建
設
に
向
け
て
動

き
出
す
。
建
設
期
間
中
の
経
済
効
果
も

大
い
に
期
待
さ
れ
る
が
、
観
光
資
源
と

し
て
も
期
待
す
る
。
将
来
的
な
構
想
を

伺
う
。「

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
検
討
会
」

を
立
ち
上
げ
、
利
活
用
を
見
据

え
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ダ
ム
湖

畔
を
通
る
付
け
替
え
道
路
や
、
ビ
ュ

ー
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
な
ど
を
話
し
合

っ
て
い
る
。
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
位
置
付
け
て
進
め
て
い
く
。

問答

期
日
前
投
票
者
数
の
大
幅
な

増
加
傾
向
を
踏
ま
え
、
買
い

物
や
仕
事
帰
り
に
利
用
し
や
す
い
商

業
施
設
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
お

り
、
７
月
に
予
定
の
参
議
院
議
員
選

挙
か
ら
開
設
で
き
る
よ
う
調
整
中
で

あ
る
。

答

平
成
２９
年
に
執
行
さ
れ
た
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
期
日
前
投
票

者
の
割
合
は
５６
・
７３
％
で
、
当
日
の
投

票
者
を
上
回
っ
た
。
期
日
前
投
票
所
の

拡
充
が
投
票
率
の
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る

と
思
う
が
。

問 期
日
前
投
票
所
の
拡
充
を

今野英元
（社会民主党）

鳥
海
地
域
３
診
療
所
の
赤
字

は
今
年
度
１
億
３
千
万
円
で

来
年
度
は
約
１
億
円
程
度
の
見
通
し

で
あ
る
。

　
診
療
所
の
あ
り
方
は
地
域
住
民
と

意
見
交
換
を
行
い
、
持
続
可
能
な
方

向
性
を
検
討
す
る
。

答

鳥
海
ダ
ム
を
観
光
資
源
に

三浦　晃
（市民創風）

柵、フェンス、施錠のない風車群

こ
の
質
問
は
昨
年
６
、
９
、
１２

月
議
会
で
再
三
質
問
し
た
が
、

事
業
者
の
（
株
）
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
堅
固
な
柵
を

設
け
な
い
理
由
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

　「
フ
ェ
ン
ス
、
柵
を
設
け
た
と
こ
ろ

で
悪
意
の
第
三
者
の
進
入
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
い
し
、
チ
ェ
ー
ン
柵
だ
け
で

も
善
意
の
第
三
者
の
進
入
は
防
げ
る
」

と
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
悪
意
の
事
業
者
は
、
フ
ェ
ン

ス
、
柵
な
ど
設
置
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

守
ら
ず
、
善
意
の
事
業
者
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
順
守
す
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。「
法
順
守
」
に
欠
け
た
事
業
者

に
対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う
。

問 風
力
発
電
施
設
に
柵
、フ
ェ
ン
ス
、

　　　

 

施
錠
を
行
わ
な
い
事
業
者

市
で
は
昨
年
８
月
以
降
、
市
内

の
風
力
発
電
事
業
を
行
っ
て
い

る
全
１６
事
業
者
に
対
し
て
、
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
措
置
を
講

ず
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　
（
株
）
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

答

未来につながるまちづくりのために

市
内
で
も
西
目
地
域
に
設
置
さ

れ
て
い
る
風
力
発
電
施
設
が
一

番
多
い
の
で
は
な
い
か
。

現
在
２６
基
あ
り
、
建
設
中
も

含
め
今
後
最
大
で
２０
基
が
設

置
さ
れ
る
。

問答

デ
ィ
ン
グ
ス
の
秋
田
事
務
所
長
の
立

ち
会
い
の
も
と
チ
ェ
ー
ン
柵
の
設
置

に
つ
い
て
現
地
を
確
認
し
、
そ
の
際
、

事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
行

う
よ
う
申
し
入
れ
た
。

見
づ
ら
い
」「
授
乳
ス
ペ
ー
ス
に
仕
切

り
カ
ー
テ
ン
を
」
な
ど
に
は
速
や
か
に

改
善
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 乱立する風力発電施設木のぬくもりを感じる「もりのあそびば」



１
市
７
町
が
合
併
し
て
１４
年
、
体

制
強
化
や
地
域
活
性
化
の
た
め
、

４
３
９
億
円
の
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
き
た
が
、
そ
の

意
義
と
成
果
は
。

由
利
本
荘
市
誕
生
の

　
　
　
　
　意
義
と
成
果
は

問

１
市
７
町
は
一
体
的
な
発
展
を

遂
げ
て
き
た
。
各
自
治
体
が
生

き
残
る
た
め
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目

的
に
合
併
し
、
合
併
特
例
債
活
用
に
よ

る
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
や
「
カ
ダ

ー
レ
」、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」
事
業
な
ど
、

利
便
性
の
向
上
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化

答

会長　渡部　功

「（
仮
称
）
鮎
川
森
林
ふ
れ
あ
い
公

園
」
整
備
事
業
は
。

鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　
　
　
　
　の
魅
力
ア
ッ
プ
は

問

市
民
創
風

な
ど
、
そ
の
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、

合
併
に
よ
る
本
市
の
誕
生
は
間
違
い
で

は
な
か
っ
た
。

県
の
補
助
率
１
０
０
％
の
事
業
で

美
術
館
西
側
市
所
有
の
森
林
を
整

備
す
る
。
森
林
を
除
間
伐
し
、
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
散
策
路
や
木
製
遊
具
、
ベ
ン
チ

な
ど
木
育
施
設
と
し
て
機
能
を
高
め
る

も
の
で
、
令
和
３
年
度
完
成
の
総
事
業

費
約
２
４
５
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

答工
業
団
地
の
確
保
は

問

本
市
は
県
立
大
と
の
産
学
官
連
携

に
よ
り
企
業
活
動
が
可
能
で
、
現

在
も
複
数
の
企
業
よ
り
用
地
確
保
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。
昨
年
１１
月
に
県
知

事
に
対
し
、
本
荘
工
業
団
地
の
拡
張
整

備
に
対
す
る
要
望
書
を
直
接
提
出
し
た

結
果
、
令
和
元
年
度
県
予
算
に
地
形
測

量
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
た
め
の
調
査

費
３
８
９
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
県
と
持
続
的
に
連
携
し
工

業
団
地
整
備
の
早
期
実
現
を
目
指
す
。

答

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
１０
年
計
画
の
前

期
４
年
の
成
果
と
課
題
、
そ
し
て

後
期
計
画
は
。

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
は

問

前
期
４
年
間
の
成
果
は
、Ｔ
Ｄ
Ｋ

の
新
工
場
の
誘
致
に
よ
る
雇
用
の

拡
大
、
人
口
減
少
対
策
で
は
、
子
育
て

世
帯
支
援
策
と
し
て
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
完
全
無
料
化
や
第
２
子
以
降
の

保
育
料
無
料
化
、
ま
た
、
国
療
跡
地
へ

答

現
在
の
工
業
団
地
２８
㌶
は
、
平
成

１０
年
に
分
譲
が
開
始
さ
れ
、Ｔ
Ｄ

Ｋ
と
そ
の
子
会
社
Ｔ
Ｄ
Ｋ
秋
田
の
進
出

に
よ
り
、
５
社
が
立
地
し
全
て
分
譲
さ

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

の
総
合
防
災
公
園
事
業
や
羽
後
本
荘
駅

の
橋
上
駅
舎
と
東
西
自
由
通
路
の
着
工
、

さ
ら
に
鳥
海
ダ
ム
の
基
本
計
画
の
告
示
な

ど
大
き
く
前
進
し
た
。
後
期
計
画
は
、
前

期
の
検
証
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
慮
し

て
優
先
順
位
を
検
討
す
る
。

１．由利本荘市誕生の意義と成果について
２．市長の政治姿勢と今後の取り組みについて
３．財政の健全化について
４．行政改革の取り組みについて
５．外部評価実施報告について
６．健康福祉の充実について
７．人口減少対策について
８．農業振興策について
９．工業団地の確保について
１０．再生可能エネルギー事業について
１ １．新ごみ処理施設整備事業について
１２．ナイスアリーナの利活用について
１３．教育方針について
１４．農業委員会の取り組みについて

質　問　項　目

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
企
業
は
チ
ャ
ン
ス

と
な
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業

を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
荘
工
業
団
地

増
設
の
見
通
し
は
。
ま
た
、
市
へ
用
地

に
対
す
る
引
き
合
い
が
あ
る
の
か
伺
う
。本荘工業団地の増設を
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ここが聞きたい
一 般 質 問

水
道
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る
運

営
は
、
今
ま
で
通
り
自
前
で
や

る
。

髙橋和子
（高志会）

阿部十全
（無所属）

答

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
空
撮
動

画
は
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
と

な
る
と
思
わ
れ
る
が
必
要
性
は
な
い

か
。

空
撮
を
は
じ
め
、
幅
広
い
分

野
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、
大
変
有
用
性
の
高
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
空
撮
を

利
用
し
た
資
料
な
ど
の
作
成
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　空
撮
に
つ
い
て

問答

由
利
本
荘
市
を
と
り
ま
く
風
力

発
電
事
業
の
更
新
計
画
が
次
々

に
出
て
く
る
。
ど
の
よ
う
に
対
処
す

る
か
。

事
業
者
に
対
し
、
説
明
会
な

ど
を
通
し
て
地
域
住
民
の
意

見
を
事
業
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
て
い
く
が
、
現
段
階
で
市
と

し
て
の
説
明
会
な
ど
は
考
え
て
い
な

い
。

風
力
発
電
更
新
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　
　つ
い
て

問答

今
後
急
増
す
る
交
通
弱
者
支
援

の
た
め
に
、
登
録
を
要
し
な
い

制
度
の
明
確
化
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

町
内
会
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
に

よ
り
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

交
通
弱
者
支
援
の
運
行
登
録
を

要
し
な
い
移
送
制
度
の
明
確
化

　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

問答

公
共
施
設
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
で
内
容
を
充
実
さ

せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
具

体
的
な
対
策
は
。

各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

各
所
管
課
で
随
時
点
検
を
行
い

対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
必
要
と

さ
れ
る
内
容
、
理
解
し
や
す
い
掲
載
、

公
共
施
設
情
報

　
　
　
　
　発
信
に
つ
い
て

問答

こ
の
林
道
は
鳥
海
観
光
の
重
要

道
で
あ
り
、
鳥
海
山
中
腹
ル
ー

ト
と
し
て
隣
県
に
接
し
て
お
り
来
訪
促

進
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
海
岸
部
を
走

る
国
道
の
代
替
補
完
ル
ー
ト
と
な
る
な

ど
、
必
要
不
可
欠
の
道
路
で
あ
り
改
良

す
る
べ
き
で
あ
る
。

国
有
林
が
あ
り
整
備
は
困
難
で

あ
る
が
、
鳥
海
山
エ
リ
ア
の
魅

力
、
周
辺
の
利
便
性
を
高
め
る
重
要
道

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
峰
越
林
道
手
代
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　改
良
す
る
べ
き

問答

鳥
海
地
域
は
中
核
地
域
か
ら
離

れ
た
積
雪
地
帯
で
あ
り
、
現
在

の
診
療
所
は
住
民
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域

医
療
検
討
委
員
会
の
提
言
に
は
将
来
的

に
は
統
合
も
必
要
と
あ
る
が
ど
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

鳥
海
地
域
の
住
民
が
安
心
安
全

に
生
活
で
き
る
よ
う
医
療
体
制

を
堅
持
す
る
。
地
域
住
民
と
の
情
報

共
有
や
意
見
交
換
に
努
め
、
民
間
医

療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
持
続

可
能
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

地
域
医
療
の
考
え
方
は

問答

改
正
水
道
法
で
民
間
も
運
営
可

能
に
な
っ
た
が
、
水
は
生
命
を

支
え
る
最
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

　
水
を
確
保
し
公
正
に
配
分
す
る
こ

と
は
行
政
の
重
要
な
責
務
の
一
つ
で

あ
り
、
民
間
の
営
利
事
業
に
ま
か
せ

る
べ
き
で
は
な
い
。

水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て

問

鳥海ダム完成イメージ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
観
光
戦

略
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
る
し
、
関
係
自
治
体
と
連
携
協
議

し
て
い
く
。

表
示
方
法
に
つ
い
て
一
層
工
夫
し
な

が
ら
、
最
新
の
情
報
を
迅
速
に
提
供

で
き
る
よ
う
内
容
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。
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洋
上
風
力
計
画
に
心
配
な
ど
も

含
め
賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
、

市
が
事
業
推
進
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に

鑑
み
た
場
合
、
事
業
者
以
上
に
市
の
責

任
も
大
き
い
も
の
と
考
え
る
が
、
今
後

に
お
け
る
洋
上
風
力
発
電
事
業
に
関
す

る
市
民
へ
の
説
明
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

問

こ
の
法
律
で
は
、
関
係
す
る
地

方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、

海
洋
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
係
る
海

域
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

答

児
童
虐
待
に
お
け
る

　
　
　

 

学
校
対
応
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
決
算
に
お
け
る
借

金
は
平
成
２１
年
度
よ
り
６８
億
円

減
っ
て
い
る
が
、
市
民
１
人
当
た
り
の

借
金
を
計
算
し
て
み
る
と
８８
万
１
千
円

と
ほ
ぼ
減
っ
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
人
口
が
減
る
（
年
間
１
１
０
０

人
前
後
）
こ
と
で
市
民
１
人
当
た
り
の

行
政
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
財
政
指
標
な
ど
に
お

け
る
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し
と
対
応
は
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

問

し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
法
の
趣
旨
に

則
り
広
報
な
ど
を
通
じ
市
民
に
お
知
ら

せ
し
て
い
く
。

本
市
の
人
口
減
少
や
財
政
状
況

か
ら
消
防
組
織
の
見
直
し
は
必

要
と
の
認
識
か
ら
、
現
在
の
２
署
（
矢

島
と
本
荘
）
体
制
の
あ
り
方
な
ど
適
正

な
配
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す

る
。 答

人
口
減
少
に
よ
り
市
民
１
人
当

た
り
の
借
金
の
比
率
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、地
方
債
（
借

金
）
の
発
行
や
、
経
常
経
費
の
削
減
に

努
め
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

答定
員
な
ど
の
適
正
化
に
つ
い
て

常
備
消
防
組
織
の
最
適
化
（
人

員
含
む
）
に
つ
い
て
は
。

問
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
児
童
虐

待
の
兆
候
や
気
に
な
る
変
化
の

早
期
発
見
に
努
め
、
疑
わ
れ
る
よ
う

な
事
案
が
発
生
し
た
場
合
は
関
係
機

関
と
連
携
し
速
や
か
な
対
応
に
努
め

る
。 答

児
童
虐
待
に
お
け
る
学
校
対
応

に
つ
い
て
は
。

問

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

会長　伊藤　順男

高

　志

　会

１．市長の政治姿勢について

２．本市と高山市の行財政運営など

と財務書類について

３．本市の財政状況について

４．定員などの適正化について

５．再生可能エネルギーについて

６．道徳の教科化について

７．児童虐待における学校対応につ

いて

質　問　項　目

再生可能エネルギー発電
（風力発電）

欧
州
に
お
け
る
情
報
収
集
項
目

の
概
要
に
つ
い
て
は
。

問

新
年
度
に
洋
上
風
力
発
電
の
先

進
地
調
査
に
３
０
０
万
円
を
計

上
し
、
調
査
候
補
地
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

答

ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
に
加

え
風
車
メ
ー
カ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

　
調
査
に
は
、
市
議
会
議
員
や
、
調
査

結
果
を
客
観
的
に
広
報
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
報
道
関
係
者
に
声
掛
け
を
す
る
。

　
本
市
に
お
け
る
発
電
計
画
に
は
期
待

や
心
配
の
声
が
あ
り
、
先
進
地
の
住

民
、
行
政
関
係
者
な
ど
と
意
見
交
換

し
、
景
観
、
騒
音
、
風
車
の
安
全
性
、

地
域
経
済
や
産
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て

直
接
伺
う
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
設
置

計
画
か
ら
運
用
ま
で
に
お
い
て
、
住

民
、
事
業
者
、
行
政
の
合
意
形
成
の
経

緯
や
設
置
後
の
状
況
も
含
め
調
査
す
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

過
去
最
大
数
の
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
を
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
た
施
策
は
。

問 観
光
振
興
の
促
進
を

改
正
労
働
基
準
法
で
は
、
企

業
に
年
次
有
給
休
暇
の
取
得

義
務
な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
違
反
し
た

場
合
、
罰
則
が
与
え
ら
れ
る
。

　
市
主
催
に
よ
る
研
修
会
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
法
令
を
順
守
し
、
労
働

者
を
大
切
に
す
る
魅
力
あ
る
企
業
が

本
市
に
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
若
者

の
定
着
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

改
正
労
働
基
準
法
で
は
、
年

次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

や
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
確
立
が

盛
り
込
ま
れ
、
国
で
は
こ
の
改
正
に

当
た
り
相
談
窓
口
の
設
置
や
補
助

金
・
助
成
金
な
ど
に
よ
る
支
援
制
度

を
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
秋
田
労
働
局
で
も
４
月
か

ら
の
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の
施

行
に
向
け
、
県
内
各
市
で
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
る
。
当
市
で
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
市
内
事
業
所
に
さ

ら
な
る
制
度
の
周
知
が
図
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
む
。

問答

本
市
で
は
、
平
成
２９
年
度
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
で
、

眠
っ
て
い
る
食
料
品
を
集
め
、
生
活

困
窮
者
や
福
祉
団
体
へ
届
け
る
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
そ
の
回
収

場
所
を
市
役
所
本
庁
の
み
か
ら
各
総

合
支
所
に
も
設
置
し
、
市
民
か
ら
玄

米
や
缶
詰
な
ど
、
多
く
の
食
料
品
の

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

答

貧
困
・
生
活
困
窮
家
庭
へ
の
支

援
を
推
進
す
べ
き
と
思
う
が
、

こ
れ
ま
で
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

問 人
に
や
さ
し
い

　
　ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

提
案
さ
れ
た
よ
う
に
、
ま
ず
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
食
品
ロ
ス
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
３

月
に
発
行
す
る
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
活
用
し
た
啓
発
や
、
市
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
の
様
々
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

答

市
民
全
体
で
フ
ー
ド
ロ
ス
を
減

ら
す
取
り
組
み
と
し
て
「
も
っ

た
い
な
い
運
動
」
を
推
進
し
て
は
ど

う
か
。

問 も
っ
た
い
な
い
運
動
の

　
　
　
　
　推
進
に
つ
い
て

湊　貴信
（高志会）

あ
き
た
ク
ル
ー
ズ
振
興
協
議
会

へ
加
盟
し
、
体
験
ツ
ア
ー
な
ど

答

法
改
正
に
伴
う
当
市
の
方
針
、

　
　
　
　
　
　
　考
え
方
は

子
ど
も
た
ち
が
議
会
の
場
を
経

験
し
夢
や
提
案
を
主
張
す
る
経

験
は
大
事
で
あ
り
、
子
ど
も
議
会
の
開

催
を
検
討
す
べ
き
。

子
ど
も
た
ち
が
諸
課
題
に
つ

い
て
協
議
し
た
り
、
市
の
施

策
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
た
り
す
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
課
題
や

政
策
に
つ
い
て
考
え
を
交
わ
す
機
会

の
設
定
を
進
め
て
い
く
。

　
現
在
は
、
「
中
学
生
会
議
」
を
開
催

し
て
お
り
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
い

じ
め
の
な
い
学
校
に
す
る
た
め
に
は
」

な
ど
、
主
に
学
校
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
る
。

　
今
後
は
中
学
生
会
議
を
発
展
さ
せ
、

中
学
生
が
市
長
や
議
員
の
立
場
に
な

り
議
場
を
学
習
の
場
と
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答 未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　声
を
聞
く
機
会
を

岡見善人
（無所属）

防犯カメラの設置状況

を
提
案
し
て
き
た
が
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
現
在
は
鳥
海
山
木
の
お

も
ち
ゃ
美
術
館
と
酒
蔵
を
組
み
合
わ
せ

た
新
た
な
ツ
ア
ー
を
考
え
て
い
る
。

　
酒
田
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
に
つ

い
て
は
、
に
か
ほ
市
や
酒
田
市
、
遊
佐

町
と
の
共
同
に
よ
る
広
域
観
光
の
誘
客

に
つ
い
て
協
議
す
る
。

本
市
の
設
置
状
況
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
。

問 防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
を

市
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ

メ
ラ
は
本
荘
地
域
の
中
心
部

に
２
台
で
あ
る
。
今
後
の
設
置
計
画

は
、
由
利
本
荘
警
察
署
や
防
犯
活
動

に
携
わ
る
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

検
討
す
る
。

　
小
中
学
校
に
は
２４
校
中
１９
校
が
設
置

済
み
で
、
未
設
置
校
に
お
い
て
は
学
校

と
協
議
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
。

答
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解体される水林旧ガス事業所施設

　平成３０年度は１６団体（延べ１７０人）が行政視察に来市されました。例年関心の高い学校教育関係に
加え、新たに開館した「ナイスアリーナ」「鳥海山木のおもちゃ美術館」にも多数の自治体議会よりお越し
いただいたことからも、注目度の高さがうかがえます。

ここが聞きたい
一 般 質 問

正木修一
（無所属）

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
の
動
き
が
、

県
内
で
も
活
発
化
し
て
い
る
。

市
は
取
得
希
望
者
へ
の
経
費
の
補
助
や

施
策
面
で
の
推
進
を
考
え
て
い
る
の

か
。

国
の
助
成
制
度
を
周
知
し
、
県

や
農
協
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
取
得
希
望
者
の
掘
り

起
こ
し
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い

く
。

農
業
生
産
工
程
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

認
証
取
得
へ
の
取
り
組
み
は

問答

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
や

家
族
が
相
談
し
や
す
い
よ
う

「
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
」
や
「
あ

お
ぞ
ら
サ
ロ
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
相

談
支
援
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

答

消
防
団
員
の
安
全
管
理
・
健
康

管
理
や
危
険
予
知
訓
練
研
修
な

ど
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
装
備

品
・
活
動
服
の
充
実
は
。

安
全
管
理
を
徹
底
し
、
安
全
対

策
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い

く
。
各
分
団
に
危
険
予
知
訓
練
研
修

を
実
施
し
、
安
全
教
育
に
取
り
組
む
。

装
備
品
の
点
検
は
実
施
済
で
、
活
動

服
に
関
し
て
は
使
用
に
堪
え
な
い
よ

う
な
場
合
は
更
新
す
る
。

消
防
団
員
の
安
全
対
策
は

　
　
　
　
　
　
　
　
万
全
か

問答

地
場
産
品
活
用
に
向
け
た
取
り

組
み
や
生
産
計
画
な
ど
の
考
え

は
。

持
続
可
能
な
納
入
体
制
の
構
築

に
向
け
て
、
生
産
者
や
農
業
団

体
を
交
え
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　納
入
団
体
の
組
織
化
な
ど
も
視
野

に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
食
材
調
達
は

問答

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
長
期

化
し
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
た
ち
へ
の
支
援
と
対
策
は
。

ひ
き
こ
も
り
者
へ
の
支
援
は

問

停車場栄町線街路整備事業

問 　事業計画状況は。

答 　道路延長は３７４㍍で、道路幅を１８㍍に拡

幅し、約３０億円の事業費で、現在事業費ベ

ースでの進捗状況は５７％となっている。完成

予定が５年延長され、令和６年度になる。

　地方街路交付金事業として実施します。 建

水林ガス事業所解体工事

問 　長年未使用の水林ガス事業所はどうするのか。

答 　旧ガス事業所として昭和３５年から平成１５年

まで使用しており、球形ガスホルダー管理棟の

ほか２０施設の解体をするもので、現在アスベ

ストに関する追加調査を実施している。

　解体費に１億６５００万円が計上されました。建

ナイスアリーナの指定管理料

問 　ナイスアリーナの今後の指定管理料は。ま

た、施設の年間使用料収入はどの程度になる

と見込んでいるか。

答 　令和元年度の指定管理料は総合防災公園の

未整備部分を除き、約１億３千万円となってい

る。なお、施設の年間使用料収入は約３千万

円程度を見込んでいる。

　令和元年度は約１億３千万円が計上されま

した。 防

早期供用が望まれる停車場栄町線

答 　人数は１人で活動時間は週２日程度、報酬は

月額５万円で身分は市の特別職非常勤職員と

し、任期は１年である。

　年間を通して集落支援員に活動してもらうた

め、市より集落支援員活動交付金を各地域の

振興会等に交付し、公民館長、公民館主事と

ともに、地域の活動、事業が進むよう協力する

ことになる。

問 　集落支援員の人数、勤務形態は。

　集落支援員が地域課題の取りまとめや話し合
いの場を提供します。

本荘地区出張所、公民館に
集落支援員を設置

総

由利本荘市のココが

注目されています！

平成３０年度 行政視察受入 一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

9

4

9

9

13

3

8

8

4

21

15

15

15

12

9

4

1

11

福島県南相馬市

千葉県市原市

佐賀県

千葉県八街市

茨城県笠間市

福島県会津美里町

茨城県古河市

香川県高松市

秋田県（産業観光委員会）

長野県佐久市

福岡県うきは市

東京都杉並区

秋田県横手市

山形県

神奈川県大磯町

秋田県（総務企画委員会）

人数議会名 視察内容

学力の向上について

学力の向上について

由利小学校の英語教育プロジェクトについて

学校給食の運営について

由利本荘アリーナの建設経緯と今後の展開について

ウッドスタート宣言、鳥海山木のおもちゃ美術館開館などの木育推進について

コミュニティスクールの取り組みについて

人材育成塾、木育推進の取り組みについて

文化交流館カダーレの建設経緯と運営について

由利本荘アリーナの施設概要と今後の展開について

鳥海山木のおもちゃ美術館、由利本荘アリーナの施設見学について

防災拠点としての由利本荘アリーナの活用について

廃校を活用した多世代交流美術館による観光振興などの取り組みについて

議会活性化、議会報告会、議会だよりの取り組みについて

学力向上の取り組みについて

インターバル速歩を取り入れた健康増進活動について

由利本荘アリーナの建設経緯と事業費、今後の展開などについて

人材育成の取り組みについて

答 　工事請負者と工事管理者に雨漏りに係る瑕疵

修補を請求しており、ナイスアリーナ屋根全面

の点検修補を実施する。また、２階観客席の

手すり壁に発生しているクラックについては、

構造上の問題はなく観覧などの使用に影響はな

いが、修補などについて設計者と施工者に対応

を求めている。

問 　メインアリーナにおいて、開館以降数回の雨

漏りや観客席の手すり壁にクラック（ひび割れ）

が確認されているが、その対応は。

　屋根全面の点検修補を実施します。

ナイスアリーナの雨漏りなどの
対応は

防

か　 し

令和元年度新規採用試験の状況

問 　採用予定者の内訳は。

答 　行政職２０人（男１４人、女６人）、土木技

術職４人（男４人）、消防職４人（男４人）と

なっている。１月２７日追加募集試験が実施さ

れ４人が追加合格した。

　平成３１年４月１日現在の正職員数は９８７人

の見込みである。

　受験者数１６０人のうち２８人（男２２人、女６人）
が合格しました。 総
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３月定例会

議論の中からピックアップ

美術館西側の森林公園計画予定地

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

防 … 総合防災公園整備特別委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。
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答 　鳥海山木のおもちゃ美術館の西側で、約４千

平方㍍の面積に、県と連携しながら散策道や遊

具などを設置し、来館者が外でも楽しめるよう

計画するものである。

問 　鳥海山木のおもちゃ美術館周辺に森林公園を

計画とあるが、その内容は。

　美術館の外でも楽しめるよう、森林公園を計画
しています。

鳥海山木のおもちゃ美術館
周辺に森林公園計画

教

　３月１９日（３月定例会最終日）に議会改革特別委員会発議の「市議会議員政治倫理条例改正案」「議

員報酬等の特例に関する条例案」が可決されました。ここでは、これまでの議会改革の主な取り組みに

ついて紹介いたします。

問１　なんのために議会改革に取り組むの？

答１　「開かれた議会」「議会のみえる化」を目指します！
　○市民の皆さまに、議会の取り組みや活動を理解いただけるように「議会のみえる化」に取り組んで

　　います。

　○これまでの議会運営における規則や慣例などが市民のニーズ（目線）にあっているか議会の仕組み

　　全般について検討し再構築することで、議会の活性化「みえる化」に努めます。

　○「議会のみえる化」を図ることで、議会への関心が高まり、若い世代からの「議員のなり手」が生

　　まれ「開かれた議会」となることも期待しています。

問３　これからの議会改革はどのようなことが検討されるの？

答３　「開かれた議会」「議会のみえる化」「効率的な議会」のために
　○議会の情報を市民の皆さんに伝える手立てや、ＩＴ化の推進などについて検討していきます。

　※例年行っている「市民と語る会」でも議会の改革について、直接市民の皆さまにお伝えしていきます。

　　また、５月には議会改革に関する市民アンケートを実施し、集計分析を行い、９月には市民の皆さま

　　にもアンケート結果を報告する予定です。ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

問２　　　これまでどんなことが改革されたの？

答２－１　昨年９月定例会から議会における委員長報告のあり方を見直しました。
　○本会議の委員長報告において、常任委員会で行った研修の概要をお知らせするようにしました。

　○これまでの委員長報告の内容は、各常任委員会の審査結果を伝えるものでした。しかし、実際は審

　　査の過程において、議員が様々な意見を交わす議員間討議もなされています。そこで、９月定例会

　　での委員長報告から、議員間討議がなされた議案について、その意見を盛り込む報告にしています。

答２－２　「議員のなり手」を広げるために条例を見直しました。

　○これまでの本市議会議員政治倫理条例を、地方自治法の趣旨に鑑み順守型及び契約型の条例に改正し

　　ました。これにより、多種多様な人材の議会参画を促し、議会の活性化に結び付けたいと考えています。

答２－３　議員数や議員報酬の見直しの方向性を検討しています。
　○「開かれた議会」「議会の効率化」の観点から、議員定数を２６人から２２人に。また、常任委員会も

　　４常任委員会から３常任委員会に見直す方向となっています。これは、現在の議事機関や議案数など

　　から、より効率的な議会運営を目指すとともに、他の自治体の状況も参考に検討を進めた結果です。

　○平成２９年度は，本議会や委員会などの議会活動として年間約１００回の会議、それ以外に議員活動と

　　して市及び地域の会議や行事などに年間約１８０事業などに参加しています。現在の議員の活動時間、

　　さらには若い世代の議会参画を考慮し、議員報酬を現在より４万３千円増額を要請していく予定です。

　※この度の見直しでは、行政視察費の減額などと合わせて議員に関するあらゆる経費を精査しており、現在

　　の議会費の予算額よりおよそ1千万円の減額を見込んでいます。

由利本荘市議会●●の
 取り組みを紹介します！

改 革

鳥海山観光情報発信事業

問 　本市観光振興と情報発信をどのように考え

ているのか。

答 　平成２８年に鳥海山・飛島ジオパーク認定

され、環鳥海山観光は広域観光資源として、

また、地域活性化の重要なエリアとして期待さ

れている。

　当市とにかほ市とが連携したテレビ番組、Ｂ

Ｓフジ＆ＡＫＴ「わがまま！気まま！旅気分」ち

ょー愉快、鳥海山の恵み巡るたび！の番組製

作に８６万４千円を予算化した。

　ＢＳフジとＡＫＴで鳥海山を巡る旅が放映され

ます。（７月放映予定） 産

桑ノ木台湿原から望む鳥海山

羽後本荘駅周辺整備事業

問 　今年度の整備については。

答 　令和２年１０月の供用開始に向けて、駅舎を

併設した東西自由通路の本体工事に着手する。

現在は、仮駅舎の建設に向けて工事中である。

　１０億９４４６万円の整備費が計上されました。建

ＩＣＴ農業取組支援事業

問 　農業分野においてもドローンの存在感は日増

しに強くなり今後の農業には欠かせないと思う

が。

答 　ＩＣＴ農業取組支援事業は、ドローンを活

用したリモートセンシングに基づく基肥などの

施肥を工夫し水稲の収量改善を図っていくモデ

ル事業の支援である。

　ドローンを活用したモデル事業を支援します。産

子育て支援事業

問 　（仮称）西目こども園の建設場所について、

地域住民への説明が十分ではないとの声が地域

からあるが。

答 　子育て支援事業の一環として幼保一体型の

こども園を計画している。地域住民の理解を

得られるよう、各関係団体にさらに丁寧な説

明を続けていく。

　西目地域に幼保一体化施設のこども園建設事
業を進めています。 教


